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デイトレードは、おのずと長期投資とは違った方法が必要となる。しかし、そのことにすら気づ

かずに取引している人が多いのも事実である。 

 

心理的にも、思考もまったく違うのである。（投資の心理については、ここでは書いている紙幅

がありません。以下の本等をご覧ください） 
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たとえば、心理的には、以下のようだ。 

 
アッシュの“同調”に関しては、デイトレーダーは、他者の同調（上昇したから買いたくなる…

…）を利用し、自分も同調しても問題はない。一方、長期投資家は、同調をいかに排除して思考す

るかに腐心するのである。 
いろいろなヒューリスティックス（簡便な思考法）についても同様である。 
“所有効果”は、デイトレーダーには陥りにくいバイアスであり、長期投資家は陥りやすい罠と

いうことになる。 
 
 プロスペクト理論は、長短の当とスタイルで違いは出るのだろうか。 
 
マクロの予測と心理も、長短で分けて考えると面白い。為替心理説（アフタリヨン）や美人投票

のアナロジー（ケインズ）、サン・スポット（マーケットの自己実現性）、デルファイ法とコントラ

リー・オピニオンは、どのように解釈できるのだろうか。デイトレードを行なうに際し、そういっ

たことも考えておく必要はあろう。 
以上 

 
 
 
 
 



さて、2 月 7 日にジム・ロジャーズのセミナーがあり、その前座として、私が話をします。１つ

のテーマは、デイトレードです。ご参考までに、ここに、昨年出した本を自ら語ったものを紹介し

ておきたいと思います。※（今年１月に同氏が来日した際のレポートもあわせてご参照ください。） 
 

自著を語る     「基礎から学ぶ デイトレード」 

 
 本書は、デイトレードをはじめとする短期売買の基本的な考え方については大学院での授業をわ

かりやすくまとめ、マーケットで利益を上げ続けるための心構えと技術については過去の講演の草

稿等をまとめたものである。具体的には、売買の基本的な考え方、心構え、テクニカル等のシステ

ム、運用ルール等々。。。はからずも、いわば、私なりの売買の集大成ともなっているが、それは短

期売買が、長期も含めて投資と投機の凝縮されたものでもあるからだろう。 
マーケットのリスクは「時間」がもたらす。短期売買は時間の経過に伴うリスクを排除し、価格

変動のみにリスクを限定する取引方法なのであり、その点が長期と異なるのである。瞬間的ではあ

っても、価格動向の方向を読み、マーケット参加者の心理を理解し、正しい運用ルールに従わない

なら、成功しないという点では、長期取引も同じなのであり、むしろ、それが重要という点で、短

期売買を知っておくことは、長期投資の際にもポイントとなる。 
また、付録に、CD-ROM をつけた。インターバンク市場を模擬体験できる「ディーリング・ゲ

ーム」、テクニカル分析用 Excel シート（ピボット、ボラティリティ・システム、ＤＭＩ）が収録

されている。 
このインターバンクを模擬体験する「ディーリング・ゲーム」は、私が大学や大学院の授業で、

トランプのようなカードを用いて６人で行なうゲームをプログラム化したものである。一般の個人

投資家がインターバンク市場を経験することは一生で考えてもほとんどないから、相場を理解する

ためにも、是非、ゲームで模擬体験してほしいと考えて付録をつけたわけだ。インターバンクを理

解することなく、デイトレードを理解したとはいえないと、私は考えている。 
 短期売買の基礎と思考から実戦まで、短期売買を一冊で学べる本になったと自負している。 
 
 かつて『相場のこころ』の訳者あとがきで、「競馬が人生の比喩なのではなく、人生が競馬の比喩

なのである」という、寺山修司の詩を引いて「相場が人生の比喩なのではなく、人生が相場の比喩

なのである」と書いたことがある。また、『デイトレード』（翻訳。本書と類似のタイトルだが、こ

の『デイトレード』は、私たちが翻訳したオリバー・ベレスらの書いた本）の最後の部分で、「トレ

ーディングについて必要なことはすべて、10 歳になる前に母から学んだ」とあった。 
 本書を仕上げて、改めて、それらのことに思い至る。オリバーが、相場について必要なことはす

べて、母から学んだ」と言えたのは、それが人生で必要なことと同じだからにほかならない。 
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